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ー日本の国土面積は、世界第61位
の約38万km2ですが、領海を含む排
他的経済水域（EEZ）の総面積は、
世界6位の約447万km2であることか
ら、「日本は『海洋大国』である」と
よく言われます。海に関連するビジ
ネスを行っておられる鬼頭様は、こ
のことについて、どのようにお考え
ですか。

鬼頭　海洋ビジネスの現状、という
観点から見た場合、日本は必ずしも
「海洋大国」「海洋先進国」である
とは思っていません。特に、私ども
が従事している「海洋調査ビジネ
ス」について言えば、制度、機械、
人材のいずれの面でも、欧米にはな
かなか敵いません。
　まず、日本近海では様々なステー
クホルダーとの調整が難しい場合が
多いこと、さらに調査を行う船舶と
人材の少なさが、開発や調査のネック
となっています。調査に使用する機
械に関しても、測深機、船の揺れを

測る機械、音波探査機などは、欧米
企業の製品に頼らざるを得ない状況
です。性能をうんぬんする前に、日
本企業でこうした機械を製造してい
るところが少ないのです。

ーそうした状況の中で、御社は、
海洋調査業務をメイン事業として
行っている日本企業としては、唯一
調査船を保有している会社であり、
様々な潜水ロボットなども活用して
活躍しているところ、と私は理解し
ているのですが、そういうことでよ
ろしいでしょうか。

鬼頭 おっしゃるとおり、海洋調査
業を生業としている会社で、大きな
調査船を持っているのは、唯一当社
だけです。その結果、お陰様で、国
から様々な調査業務の仕事を頂戴し
ています。

ー確かに、国としては、日本のEEZ
内の調査を、外国企業にお願いするわ
けにもいきませんよね。更に、そうし
た経験や実績を日本近海で積むことに
よって、海外にもビジネスを展開す
る、といったこともあるのでしょうね。
　ところで、海洋調査は、沿岸域、
沖合域、サブシー全て行っておられ
るのですか。

鬼頭　サブシーに関しては、未だそ
れほど実績があるとは言いにくいの
ですが、独立行政法人 石油天然ガス・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）様か
ら委託を受けて、熱水鉱床に関する
調査を実施しております。

ー御社のホームページを見させて
いただいたところ、世界的に著名な
学術雑誌である『Nature』に、御社
が参加したプロジェクトが載せられ
ていることを知りました。このプロ
ジェクトについて、少しご説明いた
だけますか。

鬼頭 このプロジェクトは、内閣府
SIP事業の一環として、国立研究開発
法人産業技術総合研究所 地質調査総合
センター 地質情報研究部門と当社が協
力して、南鳥島で行ったレアアース調
査です。様々なプロジェクトが実施さ
れたのですが、当社は、保有する調
査船の船底に付いている音波探査機
から、周波数が高い音を発し、その反
射の状況を分析することにより、海
底の状況を調査いたしました。

ーこの分野については、全く知識
がないためお教えいただきたいので
すが、レアアースの存在の有無は、

音波の反射だけでわかるものなので
しょうか。失礼な質問かもしれませ
んが、お教えください。

鬼頭 音波の反射状況を見ることに
よって、海底の泥が、比較的新しく積
もったものか、ある程度長い時間をか
けて積もったものかがわかります。レ
アアースのような鉱物が含まれている
泥は、時間をかけて積もった泥なの
で、それを見つけているのです。音波
の反射状況を見れば、海底が岩か泥
か、泥の中でも、どのような性質の泥
か、ということがわかるのです。

ーこうした調査というのは、世界
に例を見ないものなのでしょうか。

鬼頭 音波の反射状況で海底の状況
を調査する、ということは、かなり一
般的な手法です。例えば、海底油田
や海底ガス田の調査には、広く使わ
れています。ただし、レアアースの
探査に活用したというところが、新
規性があると言えます。また、当社
の調査船は、船底に音波探査機が付
いているために、わざわざ通常の船
舶の船底に音波探査機を付けるよ
り、機動的な調査が行えます。

ー低コストで、広範な海域を調査
できるということなのですね。音波
探査機で海底の状況を調べた後は、
どうするのでしょうか。

鬼頭 音波探査機による調査で、レ
アアースが存在していそうな区域
（濃縮域）を特定した後は、コアリン
グ技術を使って、実際にコアをとっ
て詳細に調べることとなります。

ーレアアースの調査以外には、ど
のような調査を行っておられるので
しょうか。

鬼頭 最近行った調査としては、日
本近海でのメタンハイドレートの調

査を行いました。メタンハイドレー
トは、海底でブクブクと泡立ってい
るもののほかに、炭酸塩岩とともに
固まっているものがあります。有望
域を、最初にマルチビームソナーを
使って調べて当たりを付けた後、
ROV（無人潜水機）を潜らせて、環
境センサーで環境を調べたり、メタ
ンセンサーも付けていってメタンの
濃度も測ったりします。海底がどう
なっているかの観察と、メタン自体
を直接採取する、という二つの調査
を行いました。

ー先ほどおっしゃったレアアース
の調査にしても、メタンハイドレー
トの調査にしても、国益に直結して
いる調査事業であり、外国企業に調
査をお願いするというわけにはいか
ないので、御社の事業は、日本に
とって極めて重要である、というこ
とがわかりました。

ー御社は海洋調査事業以外にも、
様々な取り組みをなされています。
これについて、ご紹介いただけますか。

鬼頭　あまり知られていませんが、
当社で古くから行っている事業とし
て、水産試験場や養殖場の設計・施
工に関する事業があります。例え
ば、福島県では、東日本大震災によ
り、栽培漁業センターが壊れてしま
い、再建のための設計をしました。
また、日本中の多くの水産施設は、
昭和の中頃に建てられたものが多
く、建て替え需要があります。更
に、最近「養殖事業」自体が注目さ
れてきています。日本人は、「養殖
魚より、天然魚がいい」とおっしゃ
る方が多いのですが、東南アジアな
どでは、「天然魚より、安全衛生な
環境で育った養殖魚の方がいい」と
おっしゃる方が多いのです。これか
らは、「つくり育てる魚業」が主流
になっていくと思います。

日本は、「海洋大国」か？

ー養殖場を設計する会社というのは、
日本にどのくらいあるのでしょうか。

鬼頭　本格的に行っているところと
言えば、当社以外には3社程度だと思
います。

ー海洋調査事業といい、養殖場事
業といい、御社がおられなければ、日
本の海洋事業は成り立ちませんね。

鬼頭 そのほか、洋上風力発電の関
連事業も行っています。まず、今ご説
明した水産施設を、漁業者さんとの
交渉の過程で開発事業者が提供す
る、といったこともあります。当然洋
上風力施設をつくる際の事前調査
も、当社は行っています。測量調査の
ほか、洋上風力施設の基盤となる海
底の地質調査も行っています。

ーお話を伺っていると、御社の事
業は多岐にわたっており、様々な分
野に精通した人材が必要だと思うの
ですが、どうされているのですか。

鬼頭 当社は、沿岸域からサブシーま
で、海に関連する様々な事業を行って
いるため、地質、測量、環境、設計な
ど幅広い分野の人材を必要としていま
す。人材の確保は、大学の先輩、後輩
の関係を通じて、学生にアプローチし
ています。

ーそうなると、社員の皆さんに、
御社を「働きやすい職場だ」と思っ
てもらえなければ、人材が確保でき
ないことになりますね。

鬼頭 おっしゃるとおりです。した
がって、私は現場の意見をできるかぎ
り尊重するようにしており、「現場の
意見７割、自分の意見３割」といった
感じにしています。もちろん利益を出
すことが大前提ですけどね。
また、当社は既にISO9001の認証

は受けていましたが、「現場仕事」

が多いこともあり、全社員
の安全管理及び健康管理に
積極的に取組んでおり、HSEQ
（Health, Safety, Environment,
&Quality）を推進しています。
洋上風力施設事業などで、海
外の事業者と取引することも
多くなったことも、こうした面
に留意するきっかけとなってい
ます。

ー現在の御社のビジネスは国内中
心だと思うのですが、海外に展開す
ることも考えておられますか。

鬼頭 5年くらい前から、ベトナムで
事業を始めています。ベトナムの政
府機関とMOCを締結し、彼らの海洋
調査に、日本代表のアドバイザーと
して協力しています。

ーベトナムでも、資源調査を実施
しているのですか。

鬼頭　ベトナムでは、資源調査に入
る前に、基礎的なデータが全くない
ものですから、そこからスタートし
ています。

ーベトナムの沖合といえば、中国
との紛争がある海域ですよね。

鬼頭 なかなか厳しい仕事です。日本
政府とも相談しながら、ベトナムの

ために、海底の地形や地質がわかる
基本図をつくる、といった基本的な
事業から始めています。

ーここで、鬼頭様個人のお話に移
りたいと思います。そもそも、海洋
関係の仕事をしたいと思われたきっ
かけは、何だったのでしょうか。

鬼頭 私は、神奈川県逗子市で育ち、
もともと海が好きでした。私の父も漁
業に従事しており、毎日家のリビング
から海を眺めながら、「将来は、海に
関連する仕事に就ければいいなぁ」と
思っていました。そこで、東海大学の
海洋学部で地質関係の勉強をし、当社
の前身である「芙蓉海洋開発株式会
社」に入社したのです。

ーまさに「生粋の海の男」という
わけですね。

ーところで、今まで携わってこら
れたお仕事の中で、最も印象に残っ
ているものは何でしょうか。

鬼頭　2011年3月11日に起こった東
日本大震災直後に、現地に行って実施
した仕事が、最も記憶に残っていま
す。実は、2011年3月11日（金）は、仕
事が忙しく、会社に泊まり込んでいま
した。すると、12日（土）に、様々な取
引先から私の携帯電話に、「とにかく
必要な機材を持って、速やかに震災地
域に来てほしい」との電話が鳴り続け
ました。そこで、13日（日）中に必要な
機材を手配し、警察署の特別の許可を
いただいて、壊れた東北自動車道を
使って、一人で被災地に赴きました。

ーたった一人で行かれたのですか。

鬼頭　当時は、現地の状況もよくわ
からず、とにかく誰かが現場に行っ
て状況を把握し作業を進めなければ
ならない、といった感じでした。現
地では、日頃お付き合いのあった五
洋建設さんと一緒になって、港湾が
使える状況になっているかを確かめ
る作業をしました。港を使えるよう
にしなければ、救援物資が運べませ
ん。港湾に、瓦礫などがあれば取り
除く必要があります。まず、仙台港
に入って、マルチビームソナーを
使って状況を確認しました。こう言
うとスムーズに作業が進んだように
聞こえるかもしれませんが、途中の
道路はドロドロで、自動車もひっく
り返っていたりして、現場に到着す
るだけでも大変でした。現場で作業
を始めて、3～4日経って、ようやく
1航路が開けたことを覚えています。

ー私のような素人が聞いても、大変
な作業であったということがわかりま
す。また、当時は大規模な余震の発生
も懸念されており、精神的にもきつ
かったのではないでしょうか。

鬼頭 正直に言えば、怖かったです
ね。ただ、使命感があったので、何と
か乗り切れたのだと思います。また、
現地では大勢の方に様々なご配慮をい
ただいたことに、感謝しています。

ーどのくらいの期間現地におられた
のですか。

鬼頭　とりあえず3週間現地で作業を
して、一旦東京に帰りました。その
後、再び現地に赴き、2か月間くらい
いたと思います。

ー本当にご苦労様でした。

ー最後に、エンジニアリング協会に
対する期待があれば、お教えください。

鬼頭　私自身、海洋エンジニアリング
委員会とサブシーのワーキンググルー

インタビューの合間に、鬼頭様の
趣味をお伺いしたところ、「ウィンド
サーフィン」というお答えでした。奥
様もおやりになるそうで、文字どお
り「海にどっぷりと浸かった」人生
だな、と思ってしまいました。
東日本大震災の際のご奮闘ぶりに

ついては、様々なエピソードがあり
そうなのですが、インタビューの時
間の関係で、全てを聞くことができ
ませんでした。
新型コロナウイルスが終息し、懇親

会が再開できるようになったら、是非
いろいろとお伺いしたいと思います。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

インタビュア後記

プの委員をやらせていただいていて、
他社さんがどのような活動をしている
のか、大変勉強になります。他の業界
の専門用語も、かなりわかるようにな
りました。それから、現在は新型コロ
ナウイルスの関係でできませんが、委
員会後の懇親会が、「出会いの場」と
して大変貴重だと思っています。

ーご期待に沿えるように、頑張りた
いと思います。本日はありがとうござ
いました。

［第8回］

鬼頭 毅 氏代表取締役社長
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査です。様々なプロジェクトが実施さ
れたのですが、当社は、保有する調
査船の船底に付いている音波探査機
から、周波数が高い音を発し、その反
射の状況を分析することにより、海
底の状況を調査いたしました。

ーこの分野については、全く知識
がないためお教えいただきたいので
すが、レアアースの存在の有無は、

音波の反射だけでわかるものなので
しょうか。失礼な質問かもしれませ
んが、お教えください。

鬼頭　音波の反射状況を見ることに
よって、海底の泥が、比較的新しく積
もったものか、ある程度長い時間をか
けて積もったものかがわかります。レ
アアースのような鉱物が含まれている
泥は、時間をかけて積もった泥なの
で、それを見つけているのです。音波
の反射状況を見れば、海底が岩か泥
か、泥の中でも、どのような性質の泥
か、ということがわかるのです。

ーこうした調査というのは、世界
に例を見ないものなのでしょうか。

鬼頭　音波の反射状況で海底の状況
を調査する、ということは、かなり一
般的な手法です。例えば、海底油田
や海底ガス田の調査には、広く使わ
れています。ただし、レアアースの
探査に活用したというところが、新
規性があると言えます。また、当社
の調査船は、船底に音波探査機が付
いているために、わざわざ通常の船
舶の船底に音波探査機を付けるよ
り、機動的な調査が行えます。

ー低コストで、広範な海域を調査
できるということなのですね。音波
探査機で海底の状況を調べた後は、
どうするのでしょうか。

鬼頭　音波探査機による調査で、レ
アアースが存在していそうな区域
（濃縮域）を特定した後は、コアリン
グ技術を使って、実際にコアをとっ
て詳細に調べることとなります。

ーレアアースの調査以外には、ど
のような調査を行っておられるので
しょうか。

鬼頭　最近行った調査としては、日
本近海でのメタンハイドレートの調

査を行いました。メタンハイドレー
トは、海底でブクブクと泡立ってい
るもののほかに、炭酸塩岩とともに
固まっているものがあります。有望
域を、最初にマルチビームソナーを
使って調べて当たりを付けた後、
ROV（無人潜水機）を潜らせて、環
境センサーで環境を調べたり、メタ
ンセンサーも付けていってメタンの
濃度も測ったりします。海底がどう
なっているかの観察と、メタン自体
を直接採取する、という二つの調査
を行いました。

ー先ほどおっしゃったレアアース
の調査にしても、メタンハイドレー
トの調査にしても、国益に直結して
いる調査事業であり、外国企業に調
査をお願いするというわけにはいか
ないので、御社の事業は、日本に
とって極めて重要である、というこ
とがわかりました。

ー御社は海洋調査事業以外にも、
様々な取り組みをなされています。
これについて、ご紹介いただけますか。

鬼頭　あまり知られていませんが、
当社で古くから行っている事業とし
て、水産試験場や養殖場の設計・施
工に関する事業があります。例え
ば、福島県では、東日本大震災によ
り、栽培漁業センターが壊れてしま
い、再建のための設計をしました。
また、日本中の多くの水産施設は、
昭和の中頃に建てられたものが多
く、建て替え需要があります。更
に、最近「養殖事業」自体が注目さ
れてきています。日本人は、「養殖
魚より、天然魚がいい」とおっしゃ
る方が多いのですが、東南アジアな
どでは、「天然魚より、安全衛生な
環境で育った養殖魚の方がいい」と
おっしゃる方が多いのです。これか
らは、「つくり育てる魚業」が主流
になっていくと思います。

ー養殖場を設計する会社というのは、
日本にどのくらいあるのでしょうか。

鬼頭　本格的に行っているところと
言えば、当社以外には3社程度だと思
います。

ー海洋調査事業といい、養殖場事
業といい、御社がおられなければ、日
本の海洋事業は成り立ちませんね。

鬼頭　そのほか、洋上風力発電の関
連事業も行っています。まず、今ご説
明した水産施設を、漁業者さんとの
交渉の過程で開発事業者が提供す
る、といったこともあります。当然洋
上風力施設をつくる際の事前調査
も、当社は行っています。測量調査の
ほか、洋上風力施設の基盤となる海
底の地質調査も行っています。

ーお話を伺っていると、御社の事
業は多岐にわたっており、様々な分
野に精通した人材が必要だと思うの
ですが、どうされているのですか。

鬼頭　当社は、沿岸域からサブシーま
で、海に関連する様々な事業を行って
いるため、地質、測量、環境、設計な
ど幅広い分野の人材を必要としていま
す。人材の確保は、大学の先輩、後輩
の関係を通じて、学生にアプローチし
ています。

ーそうなると、社員の皆さんに、
御社を「働きやすい職場だ」と思っ
てもらえなければ、人材が確保でき
ないことになりますね。

鬼頭　おっしゃるとおりです。した
がって、私は現場の意見をできるかぎ
り尊重するようにしており、「現場の
意見７割、自分の意見３割」といった
感じにしています。もちろん利益を出
すことが大前提ですけどね。
　また、当社は既にISO9001の認証
は受けていましたが、「現場仕事」

が多いこともあり、全社員
の安全管理及び健康管理に
積極的に取組んでおり、HSEQ
（Health, Safety, Environment,
&Quality）を推進しています。
洋上風力施設事業などで、海
外の事業者と取引することも
多くなったことも、こうした面
に留意するきっかけとなってい
ます。

ー現在の御社のビジネスは国内中
心だと思うのですが、海外に展開す
ることも考えておられますか。

鬼頭　5年くらい前から、ベトナムで
事業を始めています。ベトナムの政
府機関とMOCを締結し、彼らの海洋
調査に、日本代表のアドバイザーと
して協力しています。

ーベトナムでも、資源調査を実施
しているのですか。

鬼頭　ベトナムでは、資源調査に入
る前に、基礎的なデータが全くない
ものですから、そこからスタートし
ています。

ーベトナムの沖合といえば、中国
との紛争がある海域ですよね。

鬼頭　なかなか厳しい仕事です。日本
政府とも相談しながら、ベトナムの

ために、海底の地形や地質がわかる
基本図をつくる、といった基本的な
事業から始めています。

ーここで、鬼頭様個人のお話に移
りたいと思います。そもそも、海洋
関係の仕事をしたいと思われたきっ
かけは、何だったのでしょうか。

鬼頭　私は、神奈川県逗子市で育ち、
もともと海が好きでした。私の父も漁
業に従事しており、毎日家のリビング
から海を眺めながら、「将来は、海に
関連する仕事に就ければいいなぁ」と
思っていました。そこで、東海大学の
海洋学部で地質関係の勉強をし、当社
の前身である「芙蓉海洋開発株式会
社」に入社したのです。

ーまさに「生粋の海の男」という
わけですね。

ーところで、今まで携わってこら
れたお仕事の中で、最も印象に残っ
ているものは何でしょうか。

鬼頭　2011年3月11日に起こった東
日本大震災直後に、現地に行って実施
した仕事が、最も記憶に残っていま
す。実は、2011年3月11日（金）は、仕
事が忙しく、会社に泊まり込んでいま
した。すると、12日（土）に、様々な取
引先から私の携帯電話に、「とにかく
必要な機材を持って、速やかに震災地
域に来てほしい」との電話が鳴り続け
ました。そこで、13日（日）中に必要な
機材を手配し、警察署の特別の許可を
いただいて、壊れた東北自動車道を
使って、一人で被災地に赴きました。

ーたった一人で行かれたのですか。

鬼頭　当時は、現地の状況もよくわ
からず、とにかく誰かが現場に行っ
て状況を把握し作業を進めなければ
ならない、といった感じでした。現
地では、日頃お付き合いのあった五
洋建設さんと一緒になって、港湾が
使える状況になっているかを確かめ
る作業をしました。港を使えるよう
にしなければ、救援物資が運べませ
ん。港湾に、瓦礫などがあれば取り
除く必要があります。まず、仙台港
に入って、マルチビームソナーを
使って状況を確認しました。こう言
うとスムーズに作業が進んだように
聞こえるかもしれませんが、途中の
道路はドロドロで、自動車もひっく
り返っていたりして、現場に到着す
るだけでも大変でした。現場で作業
を始めて、3～4日経って、ようやく
1航路が開けたことを覚えています。

ー私のような素人が聞いても、大変
な作業であったということがわかりま
す。また、当時は大規模な余震の発生
も懸念されており、精神的にもきつ
かったのではないでしょうか。

鬼頭　正直に言えば、怖かったです
ね。ただ、使命感があったので、何と
か乗り切れたのだと思います。また、
現地では大勢の方に様々なご配慮をい
ただいたことに、感謝しています。

ーどのくらいの期間現地におられた
のですか。

鬼頭　とりあえず3週間現地で作業を
して、一旦東京に帰りました。その
後、再び現地に赴き、2か月間くらい
いたと思います。

ー本当にご苦労様でした。

ー最後に、エンジニアリング協会に
対する期待があれば、お教えください。

鬼頭　私自身、海洋エンジニアリング
委員会とサブシーのワーキンググルー

働き甲斐のある
安全な職場を目指して

国内事業のノウハウを使って
海外へ進出

『Nature』に紹介された
プロジェクト

脚光を浴びる
水産施設設計事業
洋上風力施設事業

国益を支える海洋調査事業

プの委員をやらせていただいていて、
他社さんがどのような活動をしている
のか、大変勉強になります。他の業界
の専門用語も、かなりわかるようにな
りました。それから、現在は新型コロ
ナウイルスの関係でできませんが、委
員会後の懇親会が、「出会いの場」と
して大変貴重だと思っています。

ーご期待に沿えるように、頑張りた
いと思います。本日はありがとうござ
いました。

生まれながらの「海の男」

鬼頭 毅（きとう たけし）

1969年  神奈川県生まれ
1987年  3月 鎌倉学園高等学校卒業
1991年  3月 東海大学海洋学部海洋資源学科卒業
1991年  4月 芙蓉海洋開発株式会社入社
  測量地質業務に従事
2014年 11月 海洋エンジニアリング株式会社に社名変更
2016年 12月 同社取締役社長
2021年 6月 同社代表取締役社長（現任）

取得資格：測量士・一級水路測量技術（沿岸）・港湾海洋調査士（深浅測量部門）

「第一開洋丸」（1,390トン）
ROV、ナローマルチビーム、サブボトムプロファイラー、DPS等を
搭載する主力の調査船
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ー日本の国土面積は、世界第61位
の約38万km2ですが、領海を含む排
他的経済水域（EEZ）の総面積は、
世界6位の約447万km2であることか
ら、「日本は『海洋大国』である」と
よく言われます。海に関連するビジ
ネスを行っておられる鬼頭様は、こ
のことについて、どのようにお考え
ですか。

鬼頭　海洋ビジネスの現状、という
観点から見た場合、日本は必ずしも
「海洋大国」「海洋先進国」である
とは思っていません。特に、私ども
が従事している「海洋調査ビジネ
ス」について言えば、制度、機械、
人材のいずれの面でも、欧米にはな
かなか敵いません。
　まず、日本近海では様々なステー
クホルダーとの調整が難しい場合が
多いこと、さらに調査を行う船舶と
人材の少なさが、開発や調査のネック
となっています。調査に使用する機
械に関しても、測深機、船の揺れを

測る機械、音波探査機などは、欧米
企業の製品に頼らざるを得ない状況
です。性能をうんぬんする前に、日
本企業でこうした機械を製造してい
るところが少ないのです。

ーそうした状況の中で、御社は、
海洋調査業務をメイン事業として
行っている日本企業としては、唯一
調査船を保有している会社であり、
様々な潜水ロボットなども活用して
活躍しているところ、と私は理解し
ているのですが、そういうことでよ
ろしいでしょうか。

鬼頭　おっしゃるとおり、海洋調査
業を生業としている会社で、大きな
調査船を持っているのは、唯一当社
だけです。その結果、お陰様で、国
から様々な調査業務の仕事を頂戴し
ています。

ー確かに、国としては、日本のEEZ
内の調査を、外国企業にお願いするわ
けにもいきませんよね。更に、そうし
た経験や実績を日本近海で積むことに
よって、海外にもビジネスを展開す
る、といったこともあるのでしょうね。
　ところで、海洋調査は、沿岸域、
沖合域、サブシー全て行っておられ
るのですか。

鬼頭　サブシーに関しては、未だそ
れほど実績があるとは言いにくいの
ですが、独立行政法人 石油天然ガス・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）様か
ら委託を受けて、熱水鉱床に関する
調査を実施しております。

ー御社のホームページを見させて
いただいたところ、世界的に著名な
学術雑誌である『Nature』に、御社
が参加したプロジェクトが載せられ
ていることを知りました。このプロ
ジェクトについて、少しご説明いた
だけますか。
　　
鬼頭　このプロジェクトは、内閣府
SIP事業の一環として、国立研究開発
法人産業技術総合研究所 地質調査総合
センター 地質情報研究部門と当社が協
力して、南鳥島で行ったレアアース調
査です。様々なプロジェクトが実施さ
れたのですが、当社は、保有する調
査船の船底に付いている音波探査機
から、周波数が高い音を発し、その反
射の状況を分析することにより、海
底の状況を調査いたしました。

ーこの分野については、全く知識
がないためお教えいただきたいので
すが、レアアースの存在の有無は、

音波の反射だけでわかるものなので
しょうか。失礼な質問かもしれませ
んが、お教えください。

鬼頭　音波の反射状況を見ることに
よって、海底の泥が、比較的新しく積
もったものか、ある程度長い時間をか
けて積もったものかがわかります。レ
アアースのような鉱物が含まれている
泥は、時間をかけて積もった泥なの
で、それを見つけているのです。音波
の反射状況を見れば、海底が岩か泥
か、泥の中でも、どのような性質の泥
か、ということがわかるのです。

ーこうした調査というのは、世界
に例を見ないものなのでしょうか。

鬼頭　音波の反射状況で海底の状況
を調査する、ということは、かなり一
般的な手法です。例えば、海底油田
や海底ガス田の調査には、広く使わ
れています。ただし、レアアースの
探査に活用したというところが、新
規性があると言えます。また、当社
の調査船は、船底に音波探査機が付
いているために、わざわざ通常の船
舶の船底に音波探査機を付けるよ
り、機動的な調査が行えます。

ー低コストで、広範な海域を調査
できるということなのですね。音波
探査機で海底の状況を調べた後は、
どうするのでしょうか。

鬼頭　音波探査機による調査で、レ
アアースが存在していそうな区域
（濃縮域）を特定した後は、コアリン
グ技術を使って、実際にコアをとっ
て詳細に調べることとなります。

ーレアアースの調査以外には、ど
のような調査を行っておられるので
しょうか。

鬼頭　最近行った調査としては、日
本近海でのメタンハイドレートの調

査を行いました。メタンハイドレー
トは、海底でブクブクと泡立ってい
るもののほかに、炭酸塩岩とともに
固まっているものがあります。有望
域を、最初にマルチビームソナーを
使って調べて当たりを付けた後、
ROV（無人潜水機）を潜らせて、環
境センサーで環境を調べたり、メタ
ンセンサーも付けていってメタンの
濃度も測ったりします。海底がどう
なっているかの観察と、メタン自体
を直接採取する、という二つの調査
を行いました。

ー先ほどおっしゃったレアアース
の調査にしても、メタンハイドレー
トの調査にしても、国益に直結して
いる調査事業であり、外国企業に調
査をお願いするというわけにはいか
ないので、御社の事業は、日本に
とって極めて重要である、というこ
とがわかりました。

ー御社は海洋調査事業以外にも、
様々な取り組みをなされています。
これについて、ご紹介いただけますか。

鬼頭　あまり知られていませんが、
当社で古くから行っている事業とし
て、水産試験場や養殖場の設計・施
工に関する事業があります。例え
ば、福島県では、東日本大震災によ
り、栽培漁業センターが壊れてしま
い、再建のための設計をしました。
また、日本中の多くの水産施設は、
昭和の中頃に建てられたものが多
く、建て替え需要があります。更
に、最近「養殖事業」自体が注目さ
れてきています。日本人は、「養殖
魚より、天然魚がいい」とおっしゃ
る方が多いのですが、東南アジアな
どでは、「天然魚より、安全衛生な
環境で育った養殖魚の方がいい」と
おっしゃる方が多いのです。これか
らは、「つくり育てる魚業」が主流
になっていくと思います。

ー養殖場を設計する会社というのは、
日本にどのくらいあるのでしょうか。

鬼頭　本格的に行っているところと
言えば、当社以外には3社程度だと思
います。

ー海洋調査事業といい、養殖場事
業といい、御社がおられなければ、日
本の海洋事業は成り立ちませんね。

鬼頭　そのほか、洋上風力発電の関
連事業も行っています。まず、今ご説
明した水産施設を、漁業者さんとの
交渉の過程で開発事業者が提供す
る、といったこともあります。当然洋
上風力施設をつくる際の事前調査
も、当社は行っています。測量調査の
ほか、洋上風力施設の基盤となる海
底の地質調査も行っています。

ーお話を伺っていると、御社の事
業は多岐にわたっており、様々な分
野に精通した人材が必要だと思うの
ですが、どうされているのですか。

鬼頭　当社は、沿岸域からサブシーま
で、海に関連する様々な事業を行って
いるため、地質、測量、環境、設計な
ど幅広い分野の人材を必要としていま
す。人材の確保は、大学の先輩、後輩
の関係を通じて、学生にアプローチし
ています。

ーそうなると、社員の皆さんに、
御社を「働きやすい職場だ」と思っ
てもらえなければ、人材が確保でき
ないことになりますね。

鬼頭　おっしゃるとおりです。した
がって、私は現場の意見をできるかぎ
り尊重するようにしており、「現場の
意見７割、自分の意見３割」といった
感じにしています。もちろん利益を出
すことが大前提ですけどね。
　また、当社は既にISO9001の認証
は受けていましたが、「現場仕事」

が多いこともあり、全社員
の安全管理及び健康管理に
積極的に取組んでおり、HSEQ
（Health, Safety, Environment,
&Quality）を推進しています。
洋上風力施設事業などで、海
外の事業者と取引することも
多くなったことも、こうした面
に留意するきっかけとなってい
ます。

ー現在の御社のビジネスは国内中
心だと思うのですが、海外に展開す
ることも考えておられますか。

鬼頭　5年くらい前から、ベトナムで
事業を始めています。ベトナムの政
府機関とMOCを締結し、彼らの海洋
調査に、日本代表のアドバイザーと
して協力しています。

ーベトナムでも、資源調査を実施
しているのですか。

鬼頭　ベトナムでは、資源調査に入
る前に、基礎的なデータが全くない
ものですから、そこからスタートし
ています。

ーベトナムの沖合といえば、中国
との紛争がある海域ですよね。

鬼頭　なかなか厳しい仕事です。日本
政府とも相談しながら、ベトナムの

ために、海底の地形や地質がわかる
基本図をつくる、といった基本的な
事業から始めています。

ーここで、鬼頭様個人のお話に移
りたいと思います。そもそも、海洋
関係の仕事をしたいと思われたきっ
かけは、何だったのでしょうか。

鬼頭　私は、神奈川県逗子市で育ち、
もともと海が好きでした。私の父も漁
業に従事しており、毎日家のリビング
から海を眺めながら、「将来は、海に
関連する仕事に就ければいいなぁ」と
思っていました。そこで、東海大学の
海洋学部で地質関係の勉強をし、当社
の前身である「芙蓉海洋開発株式会
社」に入社したのです。

ーまさに「生粋の海の男」という
わけですね。

ーところで、今まで携わってこら
れたお仕事の中で、最も印象に残っ
ているものは何でしょうか。

鬼頭　2011年3月11日に起こった東
日本大震災直後に、現地に行って実施
した仕事が、最も記憶に残っていま
す。実は、2011年3月11日（金）は、仕
事が忙しく、会社に泊まり込んでいま
した。すると、12日（土）に、様々な取
引先から私の携帯電話に、「とにかく
必要な機材を持って、速やかに震災地
域に来てほしい」との電話が鳴り続け
ました。そこで、13日（日）中に必要な
機材を手配し、警察署の特別の許可を
いただいて、壊れた東北自動車道を
使って、一人で被災地に赴きました。

ーたった一人で行かれたのですか。

鬼頭　当時は、現地の状況もよくわ
からず、とにかく誰かが現場に行っ
て状況を把握し作業を進めなければ
ならない、といった感じでした。現
地では、日頃お付き合いのあった五
洋建設さんと一緒になって、港湾が
使える状況になっているかを確かめ
る作業をしました。港を使えるよう
にしなければ、救援物資が運べませ
ん。港湾に、瓦礫などがあれば取り
除く必要があります。まず、仙台港
に入って、マルチビームソナーを
使って状況を確認しました。こう言
うとスムーズに作業が進んだように
聞こえるかもしれませんが、途中の
道路はドロドロで、自動車もひっく
り返っていたりして、現場に到着す
るだけでも大変でした。現場で作業
を始めて、3～4日経って、ようやく
1航路が開けたことを覚えています。

ー私のような素人が聞いても、大変
な作業であったということがわかりま
す。また、当時は大規模な余震の発生
も懸念されており、精神的にもきつ
かったのではないでしょうか。

鬼頭　正直に言えば、怖かったです
ね。ただ、使命感があったので、何と
か乗り切れたのだと思います。また、
現地では大勢の方に様々なご配慮をい
ただいたことに、感謝しています。

ーどのくらいの期間現地におられた
のですか。

鬼頭　とりあえず3週間現地で作業を
して、一旦東京に帰りました。その
後、再び現地に赴き、2か月間くらい
いたと思います。

ー本当にご苦労様でした。

ー最後に、エンジニアリング協会に
対する期待があれば、お教えください。

鬼頭　私自身、海洋エンジニアリング
委員会とサブシーのワーキンググルー

働き甲斐のある
安全な職場を目指して

国内事業のノウハウを使って
海外へ進出

『Nature』に紹介された
プロジェクト

脚光を浴びる
水産施設設計事業
洋上風力施設事業

国益を支える海洋調査事業

プの委員をやらせていただいていて、
他社さんがどのような活動をしている
のか、大変勉強になります。他の業界
の専門用語も、かなりわかるようにな
りました。それから、現在は新型コロ
ナウイルスの関係でできませんが、委
員会後の懇親会が、「出会いの場」と
して大変貴重だと思っています。

ーご期待に沿えるように、頑張りた
いと思います。本日はありがとうござ
いました。

生まれながらの「海の男」

鬼頭 毅（きとう たけし）
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ー日本の国土面積は、世界第61位
の約38万km2ですが、領海を含む排
他的経済水域（EEZ）の総面積は、
世界6位の約447万km2であることか
ら、「日本は『海洋大国』である」と
よく言われます。海に関連するビジ
ネスを行っておられる鬼頭様は、こ
のことについて、どのようにお考え
ですか。

鬼頭　海洋ビジネスの現状、という
観点から見た場合、日本は必ずしも
「海洋大国」「海洋先進国」である
とは思っていません。特に、私ども
が従事している「海洋調査ビジネ
ス」について言えば、制度、機械、
人材のいずれの面でも、欧米にはな
かなか敵いません。
　まず、日本近海では様々なステー
クホルダーとの調整が難しい場合が
多いこと、さらに調査を行う船舶と
人材の少なさが、開発や調査のネック
となっています。調査に使用する機
械に関しても、測深機、船の揺れを

測る機械、音波探査機などは、欧米
企業の製品に頼らざるを得ない状況
です。性能をうんぬんする前に、日
本企業でこうした機械を製造してい
るところが少ないのです。

ーそうした状況の中で、御社は、
海洋調査業務をメイン事業として
行っている日本企業としては、唯一
調査船を保有している会社であり、
様々な潜水ロボットなども活用して
活躍しているところ、と私は理解し
ているのですが、そういうことでよ
ろしいでしょうか。

鬼頭　おっしゃるとおり、海洋調査
業を生業としている会社で、大きな
調査船を持っているのは、唯一当社
だけです。その結果、お陰様で、国
から様々な調査業務の仕事を頂戴し
ています。

ー確かに、国としては、日本のEEZ
内の調査を、外国企業にお願いするわ
けにもいきませんよね。更に、そうし
た経験や実績を日本近海で積むことに
よって、海外にもビジネスを展開す
る、といったこともあるのでしょうね。
　ところで、海洋調査は、沿岸域、
沖合域、サブシー全て行っておられ
るのですか。

鬼頭　サブシーに関しては、未だそ
れほど実績があるとは言いにくいの
ですが、独立行政法人 石油天然ガス・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）様か
ら委託を受けて、熱水鉱床に関する
調査を実施しております。

ー御社のホームページを見させて
いただいたところ、世界的に著名な
学術雑誌である『Nature』に、御社
が参加したプロジェクトが載せられ
ていることを知りました。このプロ
ジェクトについて、少しご説明いた
だけますか。
　　
鬼頭　このプロジェクトは、内閣府
SIP事業の一環として、国立研究開発
法人産業技術総合研究所 地質調査総合
センター 地質情報研究部門と当社が協
力して、南鳥島で行ったレアアース調
査です。様々なプロジェクトが実施さ
れたのですが、当社は、保有する調
査船の船底に付いている音波探査機
から、周波数が高い音を発し、その反
射の状況を分析することにより、海
底の状況を調査いたしました。

ーこの分野については、全く知識
がないためお教えいただきたいので
すが、レアアースの存在の有無は、

音波の反射だけでわかるものなので
しょうか。失礼な質問かもしれませ
んが、お教えください。

鬼頭　音波の反射状況を見ることに
よって、海底の泥が、比較的新しく積
もったものか、ある程度長い時間をか
けて積もったものかがわかります。レ
アアースのような鉱物が含まれている
泥は、時間をかけて積もった泥なの
で、それを見つけているのです。音波
の反射状況を見れば、海底が岩か泥
か、泥の中でも、どのような性質の泥
か、ということがわかるのです。

ーこうした調査というのは、世界
に例を見ないものなのでしょうか。

鬼頭　音波の反射状況で海底の状況
を調査する、ということは、かなり一
般的な手法です。例えば、海底油田
や海底ガス田の調査には、広く使わ
れています。ただし、レアアースの
探査に活用したというところが、新
規性があると言えます。また、当社
の調査船は、船底に音波探査機が付
いているために、わざわざ通常の船
舶の船底に音波探査機を付けるよ
り、機動的な調査が行えます。

ー低コストで、広範な海域を調査
できるということなのですね。音波
探査機で海底の状況を調べた後は、
どうするのでしょうか。

鬼頭　音波探査機による調査で、レ
アアースが存在していそうな区域
（濃縮域）を特定した後は、コアリン
グ技術を使って、実際にコアをとっ
て詳細に調べることとなります。

ーレアアースの調査以外には、ど
のような調査を行っておられるので
しょうか。

鬼頭　最近行った調査としては、日
本近海でのメタンハイドレートの調

査を行いました。メタンハイドレー
トは、海底でブクブクと泡立ってい
るもののほかに、炭酸塩岩とともに
固まっているものがあります。有望
域を、最初にマルチビームソナーを
使って調べて当たりを付けた後、
ROV（無人潜水機）を潜らせて、環
境センサーで環境を調べたり、メタ
ンセンサーも付けていってメタンの
濃度も測ったりします。海底がどう
なっているかの観察と、メタン自体
を直接採取する、という二つの調査
を行いました。

ー先ほどおっしゃったレアアース
の調査にしても、メタンハイドレー
トの調査にしても、国益に直結して
いる調査事業であり、外国企業に調
査をお願いするというわけにはいか
ないので、御社の事業は、日本に
とって極めて重要である、というこ
とがわかりました。

ー御社は海洋調査事業以外にも、
様々な取り組みをなされています。
これについて、ご紹介いただけますか。

鬼頭　あまり知られていませんが、
当社で古くから行っている事業とし
て、水産試験場や養殖場の設計・施
工に関する事業があります。例え
ば、福島県では、東日本大震災によ
り、栽培漁業センターが壊れてしま
い、再建のための設計をしました。
また、日本中の多くの水産施設は、
昭和の中頃に建てられたものが多
く、建て替え需要があります。更
に、最近「養殖事業」自体が注目さ
れてきています。日本人は、「養殖
魚より、天然魚がいい」とおっしゃ
る方が多いのですが、東南アジアな
どでは、「天然魚より、安全衛生な
環境で育った養殖魚の方がいい」と
おっしゃる方が多いのです。これか
らは、「つくり育てる魚業」が主流
になっていくと思います。

日本は、「海洋大国」か？

ー養殖場を設計する会社というのは、
日本にどのくらいあるのでしょうか。

鬼頭　本格的に行っているところと
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連事業も行っています。まず、今ご説
明した水産施設を、漁業者さんとの
交渉の過程で開発事業者が提供す
る、といったこともあります。当然洋
上風力施設をつくる際の事前調査
も、当社は行っています。測量調査の
ほか、洋上風力施設の基盤となる海
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ーお話を伺っていると、御社の事
業は多岐にわたっており、様々な分
野に精通した人材が必要だと思うの
ですが、どうされているのですか。
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で、海に関連する様々な事業を行って
いるため、地質、測量、環境、設計な
ど幅広い分野の人材を必要としていま
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の関係を通じて、学生にアプローチし
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ーそうなると、社員の皆さんに、
御社を「働きやすい職場だ」と思っ
てもらえなければ、人材が確保でき
ないことになりますね。

鬼頭　おっしゃるとおりです。した
がって、私は現場の意見をできるかぎ
り尊重するようにしており、「現場の
意見７割、自分の意見３割」といった
感じにしています。もちろん利益を出
すことが大前提ですけどね。
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が多いこともあり、全社員
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ます。

ー現在の御社のビジネスは国内中
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ることも考えておられますか。
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ために、海底の地形や地質がわかる
基本図をつくる、といった基本的な
事業から始めています。

ーここで、鬼頭様個人のお話に移
りたいと思います。そもそも、海洋
関係の仕事をしたいと思われたきっ
かけは、何だったのでしょうか。

鬼頭　私は、神奈川県逗子市で育ち、
もともと海が好きでした。私の父も漁
業に従事しており、毎日家のリビング
から海を眺めながら、「将来は、海に
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必要な機材を持って、速やかに震災地
域に来てほしい」との電話が鳴り続け
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いただいて、壊れた東北自動車道を
使って、一人で被災地に赴きました。
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鬼頭　当時は、現地の状況もよくわ
からず、とにかく誰かが現場に行っ
て状況を把握し作業を進めなければ
ならない、といった感じでした。現
地では、日頃お付き合いのあった五
洋建設さんと一緒になって、港湾が
使える状況になっているかを確かめ
る作業をしました。港を使えるよう
にしなければ、救援物資が運べませ
ん。港湾に、瓦礫などがあれば取り
除く必要があります。まず、仙台港
に入って、マルチビームソナーを
使って状況を確認しました。こう言
うとスムーズに作業が進んだように
聞こえるかもしれませんが、途中の
道路はドロドロで、自動車もひっく
り返っていたりして、現場に到着す
るだけでも大変でした。現場で作業
を始めて、3～4日経って、ようやく
1航路が開けたことを覚えています。

ー私のような素人が聞いても、大変
な作業であったということがわかりま
す。また、当時は大規模な余震の発生
も懸念されており、精神的にもきつ
かったのではないでしょうか。

鬼頭　正直に言えば、怖かったです
ね。ただ、使命感があったので、何と
か乗り切れたのだと思います。また、
現地では大勢の方に様々なご配慮をい
ただいたことに、感謝しています。

ーどのくらいの期間現地におられた
のですか。

鬼頭　とりあえず3週間現地で作業を
して、一旦東京に帰りました。その
後、再び現地に赴き、2か月間くらい
いたと思います。

ー本当にご苦労様でした。

ー最後に、エンジニアリング協会に
対する期待があれば、お教えください。

鬼頭　私自身、海洋エンジニアリング
委員会とサブシーのワーキンググルー

　インタビューの合間に、鬼頭様の
趣味をお伺いしたところ、「ウィンド
サーフィン」というお答えでした。奥
様もおやりになるそうで、文字どお
り「海にどっぷりと浸かった」人生
だな、と思ってしまいました。
　東日本大震災の際のご奮闘ぶりに
ついては、様々なエピソードがあり
そうなのですが、インタビューの時
間の関係で、全てを聞くことができ
ませんでした。
　新型コロナウイルスが終息し、懇親
会が再開できるようになったら、是非
いろいろとお伺いしたいと思います。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

インタビュア後記

プの委員をやらせていただいていて、
他社さんがどのような活動をしている
のか、大変勉強になります。他の業界
の専門用語も、かなりわかるようにな
りました。それから、現在は新型コロ
ナウイルスの関係でできませんが、委
員会後の懇親会が、「出会いの場」と
して大変貴重だと思っています。

ーご期待に沿えるように、頑張りた
いと思います。本日はありがとうござ
いました。

［第8回］

鬼頭 毅 氏代表取締役社長
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東日本大震災直後の奮闘

エンジニアリング協会は
勉強の場


